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哺乳類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 ランク


モグラ目（食虫目） INSECTIVORA


トガリネズミ科 Soricidae


シントウトガリネズミ Sorex shinto ・ － DD NT 1


カワネズミ Chimarrogale platycephala EX － VU NT


ニホンジネズミ Crocidura dsinezumi EX － ○ ○


モグラ科 Talpidae


ヒメヒミズ Dymecodon pilirostris ・ ・ － NT


ヒミズ Urotrichus talpoides EX NT ○ ○ 2


ミズラモグラ Euroscaptor mizura ・ ・ － NT NT 1


アズマモグラ Mogera imaizumii *1 ○ ○ ○


コウモリ目（翼手目） CHIROPTERA


キクガシラコウモリ科 Rhinolophidae


キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum EX － － DD


コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus EX － － NT 1


ヒナコウモリ科 Vespertilionidae


モモジロコウモリ Myotis macrodactylus EX － － NT 1


モリアブラコウモリ Pipistrellus endoi ・ ・ － VU EN


ヤマコウモリ Nyctalus aviator EX － － NT NT


ヒナコウモリ Vespertilio sinensis VU － NT NT 3, 4


ウサギコウモリ Plecotus auritus EX － － NT


テングコウモリ Murina hilgendorfi EX － VU NT


コテングコウモリ Murina ussuriensis ・ － VU NT


サル目（霊長目） PRIMATES


オナガザル科 Cercopithecidae


ニホンザル Macaca fuscata ・ ・ NT NT 5


ネコ目（食肉目） CARNIVORA


イヌ科 Canidae


キツネ Vulpes vulpes EX EN ○ ○


オオカミ Canis lupus ・ ・ ・ EX EX


クマ科 Ursidae


ツキノワグマ Ursus thibetanus ・ ・ CR EN 6


イタチ科 Mustelidae


テン Martes melampus EX － ○ ○


イタチ Mustela itatsi NT NT ○ ○


オコジョ Mustela erminea ・ ・ ・ VU NT


アナグマ Meles meles EX NT ○ ○


カワウソ Lutra lutra EX EX EX EX EX


ウシ目（偶蹄目） ARTIODACTYLA


イノシシ科 Suidae


イノシシ Sus scrofa EX － ○ ○


ウシ科 Bovidae


カモシカ Capricornis crispus ・ ・ ・ VU


ネズミ目（齧歯目） RODENTIA


リス科 Sciuridae


ニホンリス Sciurus lis EX EN ○ ○


ムササビ Petaurista leucogenys EX DD *2 ○


ニホンモモンガ Pteromys momonga EX － NT ○


ネズミ科 Muridae


ヤチネズミ Eothenomys andersoni ・ ・ ・ NT


ハタネズミ Microtus montebelli NT NT ○ ○ 7


カヤネズミ Micromys minutus EX EN VU VU


和名 学名
東京都ランク


備考
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環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 ランク


アカネズミ Apodemus speciosus *3 ○ ○ ○


ヒメネズミ Apodemus argenteus EX － ○ ○


ヤマネ科 Gliridae


ヤマネ Glirulus japonicus ・ － NT ○


ウサギ目(兎目) LAGOMORPHA


ウサギ科 Leporidae


ニホンノウサギ Lepus brachyurus DD VU ○ ○


和名、学名、配列は、阿部永(監)，2008．日本の哺乳類　改定2版．東海大学出版社．に準拠した。


【備考】


1：西多摩では生息地面積が限られるが、減少傾向がみられないことからNTとした。


2：北多摩では生息地面積が限られるが、減少傾向がみられないことからNTとした。


3：区部では個体数の増加傾向がみられることから、環境省判定基準よりランクを１段階下げた。


4：南多摩および西多摩では生息数が限られるが、減少傾向がみられないことからNTとした。


6：西多摩では隣県における個体群の安定状況から、環境省判定基準よりランクを１段階下げた。


7：区部および北多摩では出現範囲が限られるが、減少傾向がみられないことからNTとした。


【留意種とした理由】


和名


アズマモグラ


ムササビ


アカネズミ


和名 学名
東京都ランク


備考


 ランクを南多摩で１段階、西多摩で２段階下げた。ただし、管理手法によっては絶滅のおそれが高まる。


5：南多摩および西多摩では個体数の増加傾向がみられること、隣県における個体群の安定状況から、環境省判定基準より


留意種とした理由


現在は広く分布し、当面の絶滅のおそれはないが、孤立化した個体群が多く、広
範囲から消失するおそれがあるため。


区部*1


地域区分


地域全体として絶滅のおそれはないが、一部地域で孤立化が進み、消失するお
それがあるため。


当面の絶滅のおそれはないが、生息は一部地域に限られ、環境改変や孤立化に
よって消失するおそれがあるため。


*2 南多摩


*3 区部
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2．哺乳類 


 


【選定・評価方法の概要】 


検討対象種は、東京都で生息が確認されているか、明治時代頃まで都内に生息していた


記録がある在来の陸生哺乳類のうち、地域によって絶滅したか絶滅のおそれのある可能性


があるものとした。 


絶滅のおそれの評価は、基本的に定量的要件を用い、CR（絶滅危惧ⅠA 類）と EN（絶滅


危惧ⅠB類）も区別した。ただし、IUCN（2003）による「地域レベルでレッドリスト基準を


適用する場合のガイドライン」（Guidelines for Application of IUCN Red List Criteria 


at Regional Levels, Version3.0）を参考にして、ある地域の生息状況が絶滅危惧カテゴ


リーの数値基準に当てはまる場合でも、その地域で増加しているか、隣接地域に普通に生


息する種については、ランクを１ないし 2 段階下げて評価した。なお哺乳類では、本土部


全体としての評価は行っていないが、4地域のなかで絶滅のおそれが最も低いランクで代表


させることができると考えた。検討対象種は、前回（1998 年版）の掲載種の 31 種に 10 種


を加え、前回掲載種のカゲネズミはスミスネズミと同一種とみなし、合計 40種とした。検


討対象種の増加は調査や既存資料探索が進んだためで、絶滅したオオカミとカワウソの 2


種が加わったほか、新たに生息確認されたものが 7 種あり、そのうち特にコウモリ類が 5


種と多い。在来種では、このほかにタヌキがいるが、レッドリストのいずれのランクにも


該当しないと考えられたことから、唯一検討対象種から除外した。タヌキを含め、現在都


内で生息が確認されている在来種の数は、地域別にみると西多摩（39）、南多摩（27）、北


多摩（13）、区部（8）の順に多い（カッコ内は種数）。 


 


【選定・評価結果の概要】 


 評価の結果、いずれかの地域において絶滅またはそのおそれがある種（絶滅（EX）、絶滅


危惧ⅠA 類（CR）、絶滅危惧ⅠB 類（EN）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）、情報不足（DD）のどれかに


該当する種）は、全体で 28 種、準絶滅危惧（NT）を含めると 35 種が選定された。このほ


かに留意種としてのみ選定されたものが 2種（アズマモグラ、アカネズミ）、どのカテゴリ


ーにも該当せずリストに掲載されないものが 3 種（イエコウモリ、ニホンジカ、スミスネ


ズミ）、タヌキを含めると 4種となった。 


区部ではカワネズミ、ヒメネズミなど絶滅種が 19 種ときわめて多い。これは岸田久吉


（1934）による昭和初期の調査記録（大東京の哺乳動物に就て.Lanzania,6(52):17-30）に


基づいている。かつては低地においても豊かな自然が存在したことが示され、区部におけ


る生態系復元の目標を考えるうえでも重要な情報である。北多摩地域については情報が乏


しく、「データ無し」となった種が多い。この地域にはもともと山地性の種は少ないと考え


られるが、ヒメネズミやコウモリ類の一部は生息の可能性があるものの調査データはない。


南多摩地域は、高地性の種を欠くものの多くの種が生息しているが、準絶滅危惧（NT）、情
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報不足（DD）まで含めると現在生息する 27 種中 10 種（37.0％）が何らかのランクに該当


している。西多摩地域は、関東山地にみられるほぼすべての哺乳類が確認されている一方


で、絶滅危惧種（EN、VU）が 5種（現生種の 12.8％）、準絶滅危惧（NT）が 13種（33.3％）


あり、東京都の生物多様性保全上重要な地域であることが示されている。なお、高地性の


ミズラモグラ、ヤチネズミなどは、高標高地の小面積でしか確認されていないが、隣接県


に広く分布することを考慮して、直ちに絶滅のおそれが高いとは評価せず、準絶滅危惧（NT）


とした。 


 基準が異なるので単純に比較することはできないが、西多摩地域で前回（1998 年版）の


評価からカワネズミやリス科 3 種のランクが下がったのは、生息状況が改善されたという


より、調査が進んで分布情報が増加したためと考えられる。一方、西多摩地域のイノシシ


とニホンジカは、分布域の拡大、個体数の増加がみられたことからランク外とした。 


 留意種についてみると、区部のアズマモグラとアカネズミは、この地域にみられる数少


ない野生哺乳類であり、現在のところ絶滅のおそれが高いとは言えないが、開発の進行と


ともに気づかないうちに広範囲から消失する可能性があり、比較的良好な環境が保たれて


いることを指標する種としても注目される。南多摩地域のムササビは、開発の進行によっ


て生じた孤立個体群がみられ、保護担保されている場所があるものの、今後の動向に注意


が必要であることから選定した。 


（石井 信夫） 





